


11
月
12
日
に
札
幌
市
教
育
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
実
践
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
当
Ｊ
Ａ
役
職
員
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
Ｊ
Ａ
・
系
統
連
合
会
役
職
員
、
Ｊ
Ａ
青
年
部

組
織
・
Ｊ
Ａ
女
性
部
組
織
の
部
員
ら
１
０
０
０
名
の
参

加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
議
案
の
内
容
は
、
第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
の

決
議
事
項
で
あ
る
、
協
同
の
力
で
「
農
業
所
得
の
増

大
」
と
「
多
様
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」
を
実
現
、
「
次

代
に
つ
な
げ
る
協
同
の
価
値
と
実
績
」
に
つ
い
て
の
、
各

Ｊ
Ａ
の
実
践
状
況
や
、
事
例
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
各
Ｊ

Ａ
の
地
域
的
・作
目
的
な
特
性
を
反
映
し
た
取
り
組
み

が
見
ら
れ
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
北
海
道
５
５
０
万

人
と
共
に
創
る
「
力
強
い
農
業
」
と
「
豊
か
な
魅
力
あ
る

農
村
」
の
実
現
に
向
け
着
実
に
自
己
改
革
が
進
展
し
て

い
る
事
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、
大
会
は
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

翌
日
、
そ
の
足
で
一
行
は
最
初
の
視
察
先
で
あ
る
宮

城
県
に
向
か
い
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
の
一
つ
、

石
巻
市
を
視
察
し
ま
し
た
。
市
の
中
心
地
は
居
住
可

能
地
域
の
た
め
復
興
が
進
ん
で
い
る
様
子
で
、
津
波
等

の
爪
痕
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
高
い
建
物

の
所
々
に
当
時
の
津
波
到
達
地
点
が
記
さ
れ
て
お
り
、

想
像
を
超
え
る
高
さ
ま
で
水
位
が
上
昇
し
た
こ
と
が

伺
え
ま
す
。
一
方
、
旧
北
上
川
を
は
さ
ん
だ
両
岸
河

口
付
近
、
南
浜
町
周
辺
は
被
災
当
時
、
地
震
・
津
波
に

加
え
、
大
規
模
火
災
が
重
な
り
、
瓦
礫
の
山
と
化
し
て

い
た
場
所
で
、
非
常
に
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、

殆
ど
の
建
物
は
消
失
、
現
在
は
危
険
区
域
に
指
定
さ

津波到達地点看板

れ
居
住
禁
止
と
な
り
、
復
興
が
見
込
め

な
い
地
域
も
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

市
の
中
心
地
に
近
い
３
・
１
１
み
ら
い
サ

ポ
ー
ト
を
訪
問
、
映
像
を
見
な
が
ら
語

り
部
さ
ん
の
当
時
の
体
験
談
を
伺
い
ま

し
た
。

今
ま
で
に
比
較
的
大
き
な
地
震
や
、
津

波
の
経
験
は
有
っ
た
も
の
の
、
東
日
本
大

震
災
の
規
模
は
千
年
に
一
度
と
言
わ
れ

る
位
で
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
規
模

で
あ
り
、
地
震
後
、
あ
た
り
の
被
害
状
況

の
様
子
を
確
認
し
て
い
る
間
に
、
津
波
が

来
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
母
親
を
連
れ

て
逃
げ
た
が
、
二
人
と
も
瞬
く
間
に
水
に

の
ま
れ
、
死
を
覚
悟
す
る
も
、
運
よ
く
助

け
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
時
一
度
助
か
っ
た

母
親
は
、
時
期
的
な
寒
さ
も
あ
り
二
日

目
の
夜
、
低
体
温
症
で
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
思
え
ば
当
時
、
防
災
意
識
は
全

く
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
ず
、
備
え
も
し
て

い
な
か
っ
た
。

最
後
に
、
「
皆
さ
ん
の
住
ま
わ
れ
て
い

る
町
も
海
の
す
ぐ
近
く
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
地
元
に
戻
ら
れ
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

本
日
の
お
話
と
、
現
在
の
石
巻
の
復
興

状
況
を
お
伝
え
頂
き
、
防
災
等
に
役
立

て
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
て

縁
が
あ
り
視
察
に
来
て
頂
け
る
こ
と
が
、

大
き
な
励
み
に
な
り
ま
す
。
」
と
語
ら
れ

ま
し
た
。

JA北海道大会実践フォーラムの様子３・１１みらいサポートの語り部
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こ
の
後
、
前
記
し
た
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
南
浜

地
区
を
視
察
、
本
日
の
宿
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

翌
日
、
一
行
は
福
島
に
あ
る
復
興
牧
場
ミ
ネ
ロ

フ
ァ
ー
ム
を
視
察
訪
問
し
ま
し
た
。
福
島
県
の
被
災
状

況
、
原
発
事
故
の
影
響
も
受
け
て
お
り
、
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
酪
農
家
さ
ん
た
ち
の
大
多
数
が
、
再
開
の

目
途
が
立
た
な
い
中
、
被
災
酪
農
家
の
雇
用
と
県
内
酪

農
の
復
興
に
向
け
た
支
援
を
目
的
に
、
被
災
の
翌
年

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
島
農
業
復
興
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
同
法
人
は
、
比
較
的
震
災
の
影
響
が

少
な
か
っ
た
福
島
市
の
牧
場
を
借
り
受
け
、
施
設
を
改

修
し
復
興
牧
場
ミ
ネ
ロ
フ
ァ
ー
ム
を
建
設
し
ま
し
た
。

当
初
45
頭
の
乳
牛
の
導
入
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
の

総
頭
数
は
１
５
１
頭
（
内
搾
乳
牛
１
０
８
頭
）
日
量
出

荷
乳
量
２
６
６
２
㎏
、
育
成
は
殆
ん
ど
預
託
、
施
設
は

牛
舎
一
棟
フ
リ
ー
バ
ー
ン
＋
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
、
パ
ー

ラ
ー
は
10
頭
Ｗ
パ
ラ
レ
ル
他
、
堆
肥
処
理
施
設
等
を
備

え
て
お
り
ま
し
た
。
当
初
、
５
名
の
被
災
酪
農
家
が
集

ま
っ
た
共
同
型
経
営
で
勤
務
シ
フ
ト
を
組
む
な
ど
、
生

活
の
質
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
は
独
立
や
、
他
の
法
人
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
で
、
抜

け
る
方
も
い
て
当
初
か
ら
残
っ
て
い
る
方
は
１
名
、
雇

用
や
実
習
生
等
の
受
入
な
ど
に
よ
り
、
研
修
施
設
的
な

役
割
が
強
く
な
っ
て
い
る
様
で
す
。

解
除
の
見
通
し
が
立
た
な
い
、
立
ち
入
り
禁
止
区
域
土

壌
汚
染
の
問
題
や
海
外
か
ら
の
風
評
被
害
も
依
然
と
し

て
残
っ
て
お
り
、
福
島
農
業
の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
途
上

に
見
え
ま
す
が
、
再
起
を
目
指
す
人
々
に
よ
り
着
実
に

進
展
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

一
行
は
当
日
の
内
に
、
最
後
の
訪
問
地
東
京
へ
と
移

動
、
農
林
水
産
省
を
訪
れ
、
生
乳
需
給
の
状
況
、
酪
農

経
営
の
概
況
・
課
題
、
今
後
取
り
組
む
対
策
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
の
国
内
生
乳
需
要
量
は
、
１
２
５
０
万
ト

ン
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
国
内
の
生
乳
生
産
で
賄
わ
れ

た
分
が
７
２
８
万
ト
ン
、
不
足
分
は
輸
入
枠
の
他
、
追

加
輸
入
22
万
ト
ン
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
北
海
道
の
生
産

量
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
都
府
県
の
生
産
量
の
減

少
が
ひ
び
き
、
供
給
不
足
が
続
く
中
、
都
府
県
の
需
要

を
補
う
形
で
北
海
道
か
ら
都
府
県
へ
の
生
乳
や
産
地

パ
ッ
ク
の
移
出
が
増
え
て
い
る
。
乳
製
品
需
要
は
チ
ー

ズ
・
生
ク
リ
ー
ム
等
で
拡
大
し
て
い
る
中
、
国
内
生
乳

生
産
量
の
減
少
に
よ
り
、
輸
入
量
が
増
加
し
て
お
り
、

今
後
、
輸
入
で
補
っ
て
い
る
需
要
を
国
産
に
置
き
換
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
又
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
日
Ｅ

Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
発
効
に
よ
り
今
後
、
輸
入
チ
ー
ズ
と
の

厳
し
い
競
争
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
産
チ
ー
ズ

の
高
品
質
化
や
製
造
コ
ス
ト
の
削
減
に
取
り
組
む
必
要

も
あ
る
。

農
林
水
産
省
で
は
、
生
乳
の
需
給
安
定
を
図
る
た
め

の
支
援
策
と
し
て
、
「
国
内
の
乳
製
品
需
要
に
応
じ
て

補
給
金
の
総
交
付
対
象
数
量
を
設
定
」
、
「
月
別
用
途

別
の
販
売
予
定
数
量
の
審
査
・
実
績
の
確
認
、
検
証
」
、

「
加
工
原
料
乳
価
格
の
下
落
に
応
じ
た
補
て
ん
制
度
」
、

「
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
農
畜
産
業
振
興
機
構
に
よ
る
乳
製
品
の
調

整
保
管
等
の
緊
急
対
策
」
を
法
律
、
予
算
に
基
づ
き
、

制
度
と
し
て
措
置
し
て
い
る
。
又
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
の
活
用
等
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
省
力
化
の

た
め
の
機
械
装
置
の
導
入
等
の
支
援
策
、
消
費
者
の
理

解
醸
成
に
関
す
る
取
り
組
み
等
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

最
後
に
、
補
助
事
業
も
含
め
こ
れ
ら
支
援
策
と
、
Ｔ

Ｔ
Ｐ
11
や
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
等
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
に
予
算
請
求
し
て
い
く
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

復興牧場 ミネロファーム

農林水産省での意見交換の様子



12
月
10
日
、
酪
農
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
、
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
女
性
部
・
青
年
部
が
合

同
で
「
乳
汁
か
ら
わ
か
る
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
北
海
道
酪
農
検

定
検
査
協
会
の
田
中
義
春
参
与
と
道
北
事
業
所
の
帯
川
芳
彦
所
長
を
講
師
に

招
き
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
で
は
、
最
新
の
研
究
に
よ
り
わ
か
っ
て
き
た
、
乳
汁
中
か
ら
の

様
々
な
デ
ー
タ
か
ら
、
妊
娠
確
認
が
出
来
る
「
Ｐ
Ａ
Ｇ
ｓ
検
査
」
や
「
乳
中
ケ
ト
ン

体
情
報
」
を
活
用
し
、
分
娩
後
の
健
康
状
態
や
サ
イ
レ
ー
ジ
の
発
酵
品
質
確
認

な
ど
も
行
え
る
事
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
関
連
情
報
で
あ
る
、
「
牛
群
検
定
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
Ｄ
Ｌ
」
が
よ
り
一
層
使
い
や
す
く
進
化
し
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
、

従
来
の
シ
ス
テ
ム
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
昨
年
度
の
乳
房
炎
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
グ
ラ
フ
や
表
に
し
た
「
周
産
期
対
策
レ
ポ
ー
ト
」
と
、
一
昨
年
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
な
ど

の
グ
ラ
フ
ル
ー
プ
単
位
で
活
用
で
き
る
「
支
援
者
版
」
の
を
合
わ
せ
今
年
新
し

く
追
加
さ
れ
た
「
診
療
情
報
」
に
よ
り
牛
の
体
調
の
グ
ラ
フ
が
見
や
す
く
な
っ

た
り
、
全
道
の
農
場
の
平
均
と
自
分
の
農
場
状
況
を
比
較
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
こ
れ
に
よ
り
身
近
に
あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ど
こ
で
も
正
確
な
値
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
酪
農
家
の
負
担
が
減
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

北海道酪農検定検査協会 田中義春参与

10
月
2
日
、
酪
農
振
興

セ
ン
タ
ー
に
て
Ｊ
Ａ
宗
谷

南
女
性
部
主
催
の
「
経

営
・
生
活
・
創
意
工
夫

展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

部
員
18
名
が
参
加
し
、

来
賓
に
は
、
宗
谷
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
市

村
係
長
、

よ
つ
葉
乳
業
㈱
よ
り
橋
本

さ
ん
、
農
協
よ
り
向
井
地

組
合
長
、
西
澤
営
農
部
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

始
め
に
、
戸
澤
部
長
よ

り
開
催
挨
拶
が
行
わ
れ
、

来
賓
の
、
向
井
地
組
合
長

よ
り
、
働
き
方
改
革
や
酪

農
の
環
境
対
策
に
つ
い
て

挨
拶
頂
き
ま
し
た
。

ア
ロ
マ
ワ
ッ
ク
ス
バ
ー

や
陶
芸
な
ど
女
性
部
員
の

丹
精
こ
も
っ
た
作
品
を
鑑

賞
や
試

食
を
し
て
楽
し
み
、
ま
た
、

昼
食
に
は
女
性
部
員
で

作
っ
た
だ
ん
ご
汁
を
ふ
る



10 月 25 日～27 日の間「消費者・ユーザー交流研修」が東京都内にて行われま

した。今回の研修会にはよつ葉乳業（株）宗谷工場の若手酪農生産者として当農

協から、中島蓉麻さんと営農部酪農畜産科君ケ袋係長が参加しました。 

 初日の研修は、都内におけるスーパーの牛乳・乳製品売り場を視察し、消費地

における販売品目や価格等を知り、国産乳製品と海外乳製品を比較しました。 

 次に、辻調グループ校、エコール辻東京で専門学生との意見交換会を行い、そ

の中で今回参加の中島蓉麻さんから自牧場の取組や自分のこだわり等が発表さ

れ酪農業に対する理解を深め合いました。 

 二日目は、よつ葉ミルクフェアに参加し、消費者に牛乳の生産現場や乳製品に

対しての理解を深めてもらい、交流を行いました。 

 三日目は、海外視察研修・視察先検討会が行われ、２０２０年度に実施予定の

海外視察や研修テーマ等について各班グループに分かれ、検討を行いました。 

 どこの国を視察するかは今後、よつ葉乳業の関係者で検討して最終決定してい

くとの事です。 

中島牧場の特徴を発表してくれた、中島蓉麻さん



11
月
25
日
に
、
全
国
優
良
畜
産
経
営
管
理
技
術
発
表
会
が
東
京
都
内
に
て
開
か
れ
、

当
農
協
組
合
員
の
ヨ
シ
ダ
フ
ァ
ー
ム
有
限
会
社
代
表
取
締
役
、
吉
田
明
彦
さ
ん
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
表
会
に
は
全
国
か
ら
応
募
さ
れ
た
優
良
事
例
を
選
考
委
員
会
に

て
審
査
さ
れ
、
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
候
補
と
し
て
、
8
事
例
が
本
発
表
会
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
「
計
画
的
な
規
模
拡
大
、
従
業
員
雇
用
で
ゆ
と
り
あ
る
高
収
益
経
営
」

と
題
し
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の
発
表
が
終
了
し
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
で
あ

る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

審
査
講
評
で
は
、
大
規
模
経
営
で
あ
り
な
が
ら
優
れ
た
飼
養
管
理
に
よ
り
長
命
連
産

を
実
現
、
後
継
牛
も
外
部
導
入
す
る
事
無
く
全
て
自
家
生
産
で
あ
り
、
高
産
次
の
経
産

牛
が
多
い
な
が
ら
も
平
均
分
娩
間
隔
が
短
い
、
コ
ン
ト
ラ
の
有
効
利
用
、
就
業
規
則
を

作
り
従
業
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
で
雇
用
確
保
の
実
現
等
に
つ
い
て
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
宗
谷
管
内
で
は
2
例
目
、
枝
幸
町
で
は
初
の
快
挙
で
あ
り
、
改
め
て

ヨ
シ
ダ
フ
ァ
ー
ム
（
有
）
の
経
営
に
対
す
る
熱
意
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

12
月
5
日
～
6
日
に
、
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
農
協
懇
談
会
が
乙
忠
部
コ
ミ
セ

ン
・
歌
登
支
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

組
合
長
の
挨
拶
で
は
、
令
和
2
年
度
の
決
算
見
込
み
の
こ
と
に
つ
い

て
や
今
年
度
の
規
模
拡
大
し
て
い
る
人
た
ち
や
離
農
・
休
農
に
つ
い
て

な
ど
の
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
の
議
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
2
年
度
の
営
農
計
画
書
作

成
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
な
ど
の
説
明
、
令
和
元
年
度
上
半
期
の
決
算

状
況
に
つ
い
て
と
財
務
・
事
業
実
績
の
年
度
別
推
移
に
つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
さ
れ
た
組
合
員
の
皆
様
か
ら
は
、
人
手
不
足
問
題
な
ど

の
意
見
や
要
望
が
集
ま
り
、
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
意
見
や
要
望
を
参
考
に
し
、
よ
り
一
層
努
め
て
い
こ
う
と
お

も
い
ま
す
。

懇
談
会
終
了
後
に
は
皆
さ
ん
で
食
事
会
を
し
、
懇
談
会
と
は
違
う
雰

囲
気
の
中
、
組
合
員
と
役
員
が
今
後
の
酪
農
事
業
な
ど
に
つ
い
て
お
話

し
さ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。



ＪＡ北海道厚生連

ＪＡグループ通信
ＪＡ北海道中央会

JAグループ北海道は、日米貿易協定の発効を目前に控えた状況下で、総合的なTPP等関連政策大

綱などの見直し、経営所得安定対策の単価改定、加工原料乳補給金単価の設定など、農業の担い

手が意欲と希望を持って一層の農業経営の体質強化に向かえるよう、政府・与党等に対し働きか

けを行って参りました。

結果として、農業関係補正予算、当初予算とも前年を上回る額が措置されることに加え、農業生

産基盤の強化や家族経営への支援などが盛り込まれるなど、北海道の農家・組合員の営農継続に

一定の道筋をつけられました。

今後も北海道の農家・組合員が国際競争や災害に負けない力

強い農業・農村の構築と所得向上の実現を図り、持続可能な北

海道農業の確立に向けて取り組んでまいります。

※吉川前農林水産大臣に要請書を手渡すJAグループ北海道要請団

ＪＡ北海道信連

JA北海道大会の将来ビジョンの実現に向け

て、JAグループ北海道農業経営フォーラムを

札幌市内で11月に開催しました。今回の

フォーラムでは、「農業経営に地域の魅力を

いかす」をテーマに、宮城県で主に水稲と養

豚を営む有限会社伊豆沼農産の伊藤社長より

農村自体を産業化する取り組みについて、商

品ジャーナリスト北村森氏より道

内農畜産物の魅力を伝える秘策に

ついて講演がありました。

ＪＡ共済連北海道

JA共済連北海道は、11月8日より「JA共済

有村架純＆浜辺美波の限定LINEスタンプ」のダ

ウンロードを開始しています。JA共済限定LINE

スタンプの提供は、JA共済へ興味・関心をもっ

ていただき、資料請求者をより一層拡大してい

くことを目的としております。有村

架純＆浜辺美波の限定LINEスタンプ

のダウンロードについては、QRコー

ドを読み込み、アンケートに回答い

ただきますとダウンロードす

る事ができます。

ホクレン

ホクレンは、コーポレートメッセージ「つく

る人を幸せに、食べる人を笑顔に」を広く発信

し、北海道農業とホクレンの事業をわかりやす

く伝えるためにアニメーション動画を制作し、

12月19日からYouTube上で公開を開始しました。

動画の主題歌には槇原敬之さん、主人公役の声

優には「なつぞら」の番長役の板橋駿谷さんを

起用し、WEB媒体を活用して道

内生産者・JAおよび全国の消費

者・取引先へ広く発信し

ていきます。

ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活

動内容を紹介します。各団体の詳しい取り組

み内容はＷＥＢサイトをご覧ください。

令和元年11月30日（土）遠軽厚生病院にて遠

軽町・湧別町・佐呂間町の中学生を対象に医療

技術体験セミナーを開催しました。

当日は、46名の参加がありました。薬剤師や

検査技師などの仕事を知り、進路選びの参考に

してもらう狙いで、毎年実施しています。

今後も継続して実施して

いきたいと思います



繁
殖
カ
レ
ン
ダ
ー
の
使
い
方
に
つ
い
て

2
0
2
0
年
の
繁
殖
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
今
ま
で
も
使
っ
て
い
る
方

も
使
っ
て
い
な
い
方
も
再
確
認
で
き
る
よ
う
に
繁
殖
カ

レ
ン
ダ
ー
の
見
方
、
使
い
方
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
、
「月
」と
「日
に
ち
」の
並
び
に
つ
い
て
。

こ
れ
は
21
日
（
発
情
周
期
の
目
安
）
ず
つ
に
並
ん
で
い
る
の
で
、
発

情
周
期
が
つ
か
み
や
す
い
。

今
回
の
発
情
日
の
一
段
下
の
日
が
次
回
の
発
情
予
定
日
と
な
る
。

次
に

記
入
方
法
に
つ
い
て

写
真
の
通
り
、
発
情
が
あ
っ
た
場

合
、
授
精
・
E
T
を
し
た
場
合
に
そ

の
牛
の
番
号
を
記
入
。

枠
内
、
左
下
の
日
に
ち
が
《
A
I
牛

の
分
娩
予
定
日
》
、
右
下
の
日
に
ち
が

《
E
T
牛
の
分
娩
予
定
日
》
に
な
る
。

こ
こ
に
発
情
が
来

た
牛
・
授
精
し
た
牛

（
ま
た
は
移
植
し
た

牛
）
の
番
号
を
書
く
！

繁
殖
カ
レ
ン
ダ
ー
以

外
の
繁
殖
ボ
ー
ド
な
ど

と
併
用
し
て
さ
ら
に
繁

殖
管
理
を
簡
便
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
！
！

こ
の
他
に
、
カ
レ
ン
ダ
ー

の
左
側
に
は
分
娩
牛
の
記
入

欄
も
あ
り
、
１
年
間
の
受
胎
、

出
生
状
況
や
オ
ス
・
メ
ス
の

頭
数
も
一
目
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

編
集
委
員

村
田

太

野
澤

隼
希

河
合

直
樹

滝
口

直
也

森
川

忠
幸

高
本

等

浦
谷

正
憲

氏 名 ： 大平 佑太 （おおひら ゆうた）

配属部署 ： 営農部 営農課

出 身 地 ： 枝幸町

この度、１２月より営農部営農課に配属になりま

した。入ったばかりでまだ右も左もわからないで

すが一つ一つしっかりと勉強していこうと思うの

で、どうぞよろしくお願いします。


